
■常に研究・改良に努めておりますので、仕様の一部を変更する場合があります。あらかじめご了承下さい。
●2025/5月/3000 ●不許複製 ●A-144 ●GR-1  ●BA-0554-01注 意

https://www.mera.co.jp/

製造販売業者

お問い合わせ

ご使用前に必ず電子添付文書をよくお読みに
なってからご使用ください。

Cricothyrotomy Kit  FASTRA
輪状甲状膜切開キット ファストラ

  使用方法

販売名 認証番号 包装（数量）コード番号 JANコード(13) 規格/型式
307ADBZX000330002セット/箱（1セット/袋）0043105001 4544753147903 ファストラ FAS-BASE

  構成品

ダイレータ 綿テープ15ｍｍコネクタイントロデューサ

気管カニューレ

10mLシリンジツーイ針

ガイドワイヤ
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1．患者を仰臥位にし、枕等で
首や肩を安定させ、頸部を
伸展させます。術部を消毒
し、触診して必要な解剖学
的ランドマークに印をつけ
ます。スカルペルで皮膚を
1cm程度、縦切開します。

4．ガイドワイヤを留置したま
ま、ツーイ針を抜去します。
ガイドワイヤを介してダイ
レータを気管に挿入し、切
開口を拡張します。

2．ツーイ針に10mLシリンジ
を接続します。ツーイ針の
針先を尾側に向けて、ツー
イ針を輪状甲状膜に穿刺
します。10mLシリンジで
空気を自由に吸引できるこ
とを確認します。

5．ガイドワイヤを留置したまま、ダイレータを抜去します。イントロデューサを
セットした気管カニューレを、ガイドワイヤを介して気管に挿入します。
気管カニューレを留置したまま、ガイドワイヤとイントロデューサを抜去しま
す。綿テープを用いて、気管カニューレを患者の頸部に固定します。
呼吸回路に接続する場合は、15mmコネクタを気管カニューレに接続し、呼
吸回路に接続します。呼吸回路と接続しない場合は、ネックプレートのキャッ
プで気管カニューレを閉塞します。

3．10mLシリンジをツーイ針
から取り外します。ガイドワ
イヤをツーイ針内を通し
て、気管内に留置します。

MERASENKO CORPORATION　国名:フィリピン
製造業者

■埼玉県春日部市浜川戸2-11-1 ■お問い合わせ先：泉工医科工業株式会社 商品企画本部　TEL 03-4283-1005



Cricothyrotomy Kit FASTRA

分泌物を吸引することで気道クリアランスを維持できます
（気管カニューレの内径は4mm）

15ｍｍコネクタを接続することで換気補助ができます

15mmコネクタを装着、取り外し可能

FAST + TRACHEA
迅速で確実な手技をサポートします

緊急気道確保に緊急気道確保に

気管分泌物吸引に気管分泌物吸引に

輪状甲状膜切開キット ファストラ
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